
　
茂
呂
議
員　
八
千
代
市
内
に

は
、
東
京
女
子
医
科
大
学
付
属

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
小
児

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
救
急
医

療
を
提
供
し
て
お
り
、
ま
た
、

本
県
に
2
つ
し
か
な
い
総
合
周

産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、

リ
ス
ク
の
高
い
妊
娠
に
対
す
る
医

療
や
、
高
度
な
新
生
児
医
療
な

ど
を
提
供
し
、
周
産
期
救
急
の

受
け
入
れ
数
も
全
国
有
数
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

病
院
側
も
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
化
に
前
向
き
で
あ
り
、
八

千
代
市
や
市
医
師
会
か
ら
も
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
す

る
よ
う
、
県
あ
て
の
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー

は
新
病
棟
を
増
築
中
で
あ
り
、

来
年
度
に
は
竣
工
予
定
と
の
こ

と
で
す
の
で
、
こ
の
機
を
と
ら

え
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指

定
を
検
討
す
る
こ
と
は
非
常
に

　
茂
呂
議
員　
私
の

地
元
の
八
千
代
市
で

は
、
人
口
が
増
加
し

て
お
り
、
京
成
線
沿

線
で
は
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
今
後

の
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
、
救
急
医
療
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
も
一
層

高
ま
って
い
く
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
救
急
医
療

の
搬
送
件
数
は
、
高

齢
化
の
影
響
や
不
要

不
急
の
救
急
車
の
要

請
な
ど
に
よ
り
、
増

え
続
け
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
八
千
代
市
に
は
残
念
な
が

ら
３
次
救
急
医
療
機
関
と
な
る

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

せ
ん
。

　

市
内
の
重
症
の
患
者
が
ど
こ

に
搬
送
さ
れ
る
か
と
言
う
と
、

主
に
八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
が

対
応
す
る
ほ
か
、
東
葛
南
部
保

健
医
療
圏
の
他
市
の
病
院
や
、

他
の
医
療
圏
の
病
院
で
対
応
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　

東
葛
南
部
保
健
医
療
圏
に
お

け
る
救
急
医
療
体
制
の
整
備
状

況
や
必
要
な
取
り
組
み
に
つい
て

ど
う
考
え
る
の
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
同

医
療
圏
は
、
従
来
か
ら
救
急
搬

送
の
件
数
が
県
内
で
最
も
多
い

医
療
圏
で
あ
り
、
県
が
昨
年
9

月
か
ら
10
月
に
か
け
て
実
施
し

た
調
査
で
も
、
搬
送
件
数
が
1

万
2
千
件
で
県
全
体
の
4
分
の

1
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
24
時

間
3
6
5
日
体
制
で
重
篤
な
救

急
患
者
に
対
す
る
救
命
救
急
セ

意
義
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。
東
京
女

子
医
科
大
学
付
属
八
千
代
医
療

セ
ン
タ
ー
の
、
県
の
救
命
救
急

医
療
体
制
に
お
け
る
現
在
の
位

置
づ
け
は
ど
う
か
。
ま
た
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
へ
の
指
定
の
見

込
み
や
期
待
さ
れ
る
効
果
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
保
健
医
療
担
当
部
長　
同

医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
へ
の
指
定
は
、
病
院
側
が

新
棟
オ
ー
プ
ン
時
の
指
定
を
希

望
し
て
お
り
、
今
後
、
救
急
・

災
害
医
療
審
議
会
で
そ
の
承
認

の
可
否
が
議
論
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

県
と
し
て
は
、
同
病
院
が
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
東
葛
南
部
医

療
圏
の
救
急
医
療
体
制
の
さ
ら

な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

病
院
側
も
指
定
を
要
望

病
院
側
も
指
定
を
要
望

救命救急センター指定へ前進！
　
昨
年
４
月
の
県
議
選
で
初
当
選
を
果
た

し
た
八
千
代
市
選
出
の
茂
呂
剛
（
も
ろ
・

つ
よ
し
）
県
議
は
、
昨
年
９
月
議
会
に
続
い

て
、
新
年
度
予
算
案
を
審
議
す
る
２
月
定

例
県
議
会
で
も
、
早
く
も
２
度
目
の一
般
質

問
に
登
壇
し
、
活
発
な
議
会
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
茂
呂
県
議
は
、
市
内
の
救
急
医
療
体
制

の
整
備
・
充
実
を
求
め
て
発
言
し
、
東
京

女
子
医
科
大
学
付
属
八
千
代
医
療
セ
ン

タ
ー
を
県
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
指
定

す
る
よ
う
求
め
、
県
も
審
議
会
で
の
承
認

を
待
つ
と
し
な
が
ら
も
、
指
定
に
前
向
き

の
答
弁
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
保
育
所

の
待
機
児
童
解
消
を
求
め
て
、
県
の
新
組

織
「
子
育
て
支
援
課
」の
取
り
組
み
な
ど
を

た
だ
し
ま
し
た
。
茂
呂
県
議
の
議
会
で
の

主
な
質
疑
を
特
集
し
ま
し
た
。

医療・保育問題などで質問する茂呂県議

八
千
代
医
療
セ
ン
タ
ー
新
棟
建
設
で

ン
タ
ー
を
2
カ
所
配
置
す
る
な

ど
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
を

図
って
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
本
医
療
圏
の
人
口

10
万
人
当
た
り
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
の
病
床
数
は
、
他
の
医

療
圏
に
比
べ
て
少
な
い
状
況
に

あ
り
、
さ
ら
な
る
体
制
整
備
が

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

“ふるさとちば”のための政策推進を
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要望

要望

要望

待機児童解消へ向け提言

幕張千葉NT線の整備要望

　
茂
呂
議
員　
今
年
度
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
」で
は
、
住
民

に
最
も
身
近
な
市
町
村
が
主
体

と
な
っ
て
、「
必
要
と
す
る
す
べ

て
の
家
庭
が
利
用
で
き
る
支

援
」
を
目
指
し
て
、
地
域
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
子
育
て
環
境
の
整

備
が
計
画
的
に
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

少
子
化
が
進
み
、
本
県
の
就

学
前
児
童
数
は
年
々
減
少
し
て

い
ま
す
が
、
保
育
所
の
待
機
児

童
は
依
然
と
し
て
減
ら
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
待
機

児
童
の
う
ち
ゼ
ロ
歳
か
ら
2
歳

ま
で
の
低
年
齢
児
の
占
め
る
割

合
は
、
90
％
に
も
上
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
こ
の
よ
う
な

低
年
齢
児
を
対
象
に
し
た
小
規

模
保
育
事
業
が
制
度
化
さ
れ
る

な
ど
、
保
育
所
と
合
わ
せ
た
受

け
皿
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
施
設
整
備
が
進
む
に
つ

れ
、
従
事
す
る
職
員
、
特
に
保

育
士
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と

な
って
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
保
育

環
境
に
関
す
る
県
の
現
状
認
識

と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を

伺
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長　
子
育
て
家

庭
を
地
域
全
体
で
支
え
、
保
育

環
境
の
整
備
を
図
る「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」が
、
今

年
度
か
ら
開
始
さ
れ
ま
し
た

が
、
保
育
所
の
待
機
児
童
の
解

消
は
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て

重
要
な
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

こ
の
た
め
県
で
は
、
国
の
基
金

市
民
の
声
に
寄
り
添って
！

等
を
活
用
し
た
民
間
保
育
所
な

ど
の
施
設
整
備
に
対
す
る
助
成

を
行
う
と
と
も
に
、
定
員
増
を

伴
う
整
備
に
対
し
、
県
独
自
の

上
乗
せ
補
助
を
行
う
な
ど
、
施

設
整
備
を
促
進
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、平
成
25
年
8
月
に「
ち

ば
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
潜
在
保
育

士
の
復
職
に
向
け
た
就
職
の
あ

っ
せ
ん
や
研
修
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
保
育
士
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

自席から立ち上がって
執行部へ要望する茂呂議員

保
育
士
確
保
が
大
き
な
課
題

「
子
育
て
支
援
課
」を
新
設

　
茂
呂
議
員　
2
0
1
8
年

世
界
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手

権
大
会
の
本
県
で
の
開
催
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、
出
場
国
の
事

前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
積
極
的
に

行
って
は
ど
う
か
。

　
総
合
企
画
部
長　
県
で
は
誘

致
に
前
向
き
な
市
町
村
に
対
し
、

必
要
な
情
報
提
供
し
て
お
り
、今

後
は
県
と
市
町
村
が
連
携
し
て
、

出
場
が
見
込
ま
れ
る
強
豪
国
に
、

競
技
施
設
や
宿
泊
施
設
等
の
セ

ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
を
積
極
的
に
情

報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
町
村
が
キ
ャ
ン
プ

誘
致
を
行
う
に
当
た

り
、
県
が
中
心
と
な
っ
て
周
辺

自
治
体
と
の
広
域
連
携
に
よ
る

取
り
組
み
を
進
め
る
な
ど
、
本

大
会
に
参
加
す
る
チ
ー
ム
が
で

き
る
だ
け
多
く
県
内
で
キ
ャ
ン

プ
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
市
町

村
へ
の
支
援
を
強
く
要
望
し
ま

す
。

　
茂
呂
議
員　
平
成
28
年
度
の

県
の
組
織
見
直
し
で
は
、「
子
育

て
支
援
課
」が
新
設
さ
れ
、
新

し
い
組
織
に
よ
って
、
保
育
環
境

の
整
備
が一層
進
む
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
新
設
さ
れ
る「
子

育
て
支
援
課
」で
は
、
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
って
い
く
の

か
。

　
健
康
福
祉
部
長　
新
し
い
組

織
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
保
育
所

等
の
施
設
整
備
や
地
域
子
育
て

  

茂
呂
議
員  

幕

張
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
線
は
、
都
市

計
画
道
路
八
千

代
西
部
線
な
ど
の

既
存
の
都
市
計

画
道
路
な
ど
を

利
用
し
、
千
葉

市
臨
海
部
か
ら

習
志
野
市
や
八

千
代
市
を
経
由

し
て
千
葉
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
に
至
る
幹

線
道
路
で
、
交

流
基
盤
の
強
化

や
沿
線
地
域
の

渋
滞
を
緩
和
す

る
重
要
な
道
路

で
す
。

　

今
後
、土
地
区

画
整
理
事
業
の

進
展
に
伴
い
、人
口
増
加
が
見
込

ま
れ
、相
当
の
交
通
量
が
発
生

す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。増
大
す

る
交
通
量
に
対
応
す
る
た
め
、土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
か
ら
北

側
区
間
に
つ
い
て
整
備
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。県
と
し

て
、こ
の
区
間
の
整
備
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

高
橋
副
知
事　
都
市
計
画

道
路
3
・
3
・
27
号
八
千
代
西

部
線
の
西
八
千
代
北
部
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
区
域
の
北
側

の
区
間
に
つい
て
は
、
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
と
県
道
船
橋
印

西
線
と
の
円
滑
な
交
通
ア
ク
セ

ス
を
確
保
す
る
た
め
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
間
の
整
備
は
、
周
辺

道
路
の
整
備
状
況
や
、
区
画
整

理
事
業
の
進
展
に
伴
う
交
通
の

変
化
な
ど
を
見
な
が
ら
、
八
千

代
市
な
ど
関
係
機
関
と
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
幕
張
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
線
に
つ
い
て
は
、

八
千
代
市
と
船
橋
市
に
ま
た
が

る
広
大
な
陸
上
自
衛
隊
習
志
野

駐
屯
地
が
あ
り
、一
部
、
都
市

女
子
ソ
フ
ト
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致

女
子
ソ
フ
ト
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致

計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
め
、
八
千
代
市
内
の

渋
滞
解
消
や
千
葉
市
臨
海
部
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
の
た
め
に

は
、
国
道
2
9
6
号
よ
り
南
側

区
域
に
つ
い
て
の
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
強
化
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
道
2
9
6
号
か

ら
南
側
区
域
に
つ
い
て
、
早
期

に
計
画
の
具
体
化
を
図
る
よ
う

要
望
し
ま
す
。

支
援
事
業
な
ど
と
合
わ
せ
、
特

に
、
必
要
と
さ
れ
る
保
育
士
の

確
保
の
た
め
の
施
策
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
28
年
度

か
ら
保
育
士
試
験
を
年
2
回
実

施
し
、
受
験
機
会
を
拡
大
す
る

こ
と
で
新
規
保
育
士
の
増
加
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

卒
業
生
の
県
内
保
育
所
等
へ
の

就
職
率
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
う
保
育
士
養
成
施
設
に
対
し

て
、
助
成
す
る
事
業
を
新
た
に

開
始
し
、
保
育
士
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
保
育
現
場
の
人
材

確
保
は
、
施
設
整
備

よ
り
深
刻
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
将
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
さ

ら
な
る
支
援
を
要
望
し
ま
す
。

　
茂
呂
議
員　
地
球
温
暖
化

対
策
の
実
行
計
画
の
検
討
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

　
森
田
知
事　
現
在
策
定
中

の
実
行
計
画
で
は
、「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
活
用
」、「
省
エ

ネ
の
推
進
」、
交
通
渋
滞
の
緩

和
や
森
林
整
備
な
ど
に
よ
る

「
地
球
環
境
の
整
備
・
改
善
」、

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
な

ど
に
よ
る「
循
環
型
社
会
の
構

築
」の
4
つ
の
基
本
的
な
方
針

の
も
と
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
削
減
に
向
け
た
数
値
目
標
を

掲
げ
、
目
標
達
成
の
た
め
の
施

策
を
定
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
環
境
審
議
会
で
ご
審

議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
通

じ
て
、
幅
広
く
意
見
を
伺
い
、

来
年
度
半
ば
ご
ろ
を
目
途
に
策

定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画

温
暖
化
対
策
の
実
行
計
画
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